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二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
の
開
催
を
め
ぐ
っ
て
は
、
建
設
費
の
増
額
問
題
や
二
〇
二
四
年
冒
頭

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
復
興
支
援
を
優
先
す
べ
き
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
開
催
の
是
非
も
含
め
て
様
々
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
開
催
・
運
営
の
立
場
に
あ
る
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
万
博
協
会
）
副
会
長

で
あ
る
吉
村
洋
文
氏
が
、
本
年
三
月
、
大
阪
維
新
の
会
の
政
治
集
会
で
、
建
造
中
の
木
造
リ
ン
グ
（
大
屋
根
）
を
め
ぐ
り
批
判

的
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
と
し
て
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
の
情
報
番
組
「
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
元

朝
日
社
員
の
玉
川
徹
氏
に
対
し
、
「
今
批
判
し
て
い
る
、
名
前
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
の
「
玉
川
徹
」
。
今

批
判
す
る
の
は
い
い
け
ど
、
入
れ
さ
せ
ん
と
こ
か
と
。
入
れ
さ
し
て
く
れ
と
、
こ
れ
見
た
い
っ
て
言
っ
て
も
、
モ
ー
ニ
ン
グ
シ

ョ
ー
は
禁
止
。
玉
川
徹
は
禁
止
っ
て
言
っ
た
ろ
か
な
と
」
と
の
発
言
を
行
っ
た
。
よ
っ
て
、
政
府
と
し
て
公
益
社
団
法
人
二
〇

二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
万
博
協
会
）
を
所
管
す
る
経
済
産
業
大
臣
に
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

一 

政
府
は
こ
の
発
言
を
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
万
博
協
会
）
の
見
解
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

か
否
か
。 
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二 

政
府
は
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
万
博
協
会
）
副
会
長
吉
村
洋
文
氏
の
発
言
の
撤
回
が
必
要

と
考
え
て
い
る
か
否
か
。 

三 

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
吉
村
洋
文
氏
を
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
万
博
協

会
）
副
会
長
と
し
て
適
切
と
考
え
て
い
る
か
否
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


